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第1974 回例会 

     

                              

 
 

 

環
境
月
間 

令
和
７
年
４
月
10
日
（
木
） 

外
部
卓
話 於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
60
名 

出
席
計
算
数 51

名
中
37
名
出
席 

出
席
率

72
・
55
％ 

前
々
回
出
席
率

88
・
89
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
大
須
観
音
し
だ
れ
桜
観
桜
会 

＆
新
会
員
歓
迎
会
報
告 

発
起
人 

堀
江 

英
弥 

★
外
部
卓
話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 

松
本 
哲
朗 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

㈱
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

名
古
屋
支
店
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

２
０
２
４
年
度
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｔ 

Ｔ
Ｏ
Ｔ
会
員 

 

野
田 

巨
樹

な

お

き

さ
ん 

飯
田
昭
夫
さ
ん
ゲ
ス
ト 

一
般
社
団
法
人
遺
言
普
及
協
会 

税
理
士 

吉
田 

友
実
子
さ
ん  

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

野
田
巨
樹
様
、
卓
話
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
吉
田
友
実
子
様
よ
う
こ
そ
！ 

飯
田 

昭
夫
・
林 

 

順
治 

河
合 

誠
弥
・
鬼
頭 

茂
成 

野
田
さ
ん
、
卓
話
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
吉
田
友
実
子
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
楽
し
ん
で
い
っ

て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

木
村 

吉
伸 

私
事
で
す
が
、
２
０
２
４
年
度
ソ
ニ
ー

生
命
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
部
門
で
全
国

５
，
５
０
０
人
の
中
第
一
位
と
な
り
ま

し
た
。
通
算
で
第
１
位
５
回
、
第
２
位

２
回
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
指
導

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

吉
田 

憲
一 

観
桜
会
多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

堀
江 

英
弥 

柴
岡
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
横
井 

 

衞 

杉
本
さ
ん
河
合
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
お
願
い
し
ま
す
。 

木
村 

光
徳 

今
年
か
ら
「
杉
の
子
将
棋
教
室
」
が
始

ま
り
ま
す
。
藤
井
聡
太
さ
ん
の
兄
弟
弟

子
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。
渡
辺 

観
永 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

鷲
津 

光
悦 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 

浅
野 

 

彰 

娘
の
誕
生
月
で
す
。 

 

戸
田 

貴
彦 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

 

横
川 

誠
人   

 

会
長
挨
拶 

 

会
長 
飯
田 

昭
夫 

こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
、会
社
や
学
校

に
お
い
て
意
外
と
勘
違
い
し
が
ち
な
著

作
権
侵
害
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
初
は
著
作
権
フ
リ
ー
の
誤
解
か
ら

来
た
事
案
で
す
。「
２
０
２
３
年
に
な
っ

て
、
公
立
の
学
校
現
場
で
の
著
作
権
侵

害
事
件
の
公
表
が
相
次
い
で
い
る
。」
と

の
記
事
が
公
益
社
団
法
人
著
作
権
情
報

セ
ン
タ
ー
発
行‶

C
O

P
Y

R
IG

H
T

 

2
0

2
3

″

３
月
号
に
掲
載
さ
れ
、そ
の
後

毎
年
同
じ
よ
う
に
学
校
現
場
で
の
著
作

権
侵
害
事
件
が
発
生
し
、
和
解
金
の
支

払
い
で
解
決
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
和
解

金
は
18
万
か
ら
31
万
円
ぐ
ら
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
事
案
は
、「
学

校
だ
よ
り
」
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

イ
ラ
ス
ト
を
無
断
使
用
し
た
と
し
て
著

作
権
者
か
ら
弁
護
士
を
通
じ
て
賠
償
を

も
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

学
校
だ
よ
り
を
作
成
し
た
小
学
校
の

校
長
が
、「
無
料 

夏
」
と
検
索
し
た
ら

イ
ラ
ス
ト「
風
鈴
」が
出
て
き
た
の
で
、

フ
リ
ー
素
材
だ
と
思
い
込
ん
で
使
用
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
岐

阜
県
多
治
見
市
内
の
中
学
校
の
学
校
だ

よ
り
に
ネ
ッ
ト
上
で
入
手
し
た
ス
ポ
ー

ツ
関
係
の
イ
ラ
ス
ト
１
点
を
１
年
半
に

わ
た
り
掲
載
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
、

弁
護
士
を
通
じ
で
賠
償
金
の
支
払
い
を

求
め
ら
れ
、
和
解
金
の
支
払
で
和
解
し 

て
い
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ

系
の
部
活
の

紹
介
に
イ
ラ

ス
ト
を
無
断

使
用
、
あ
る

い
は
季
節
に

ま
つ
わ
る
イ

ラ
ス
ト
の
無

断
使
用
が
多

い
よ
う
で
す
。 

和
解
で
終
わ

る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
無

断
使
用
の
和
解
金

は
、
教
員
個
人
支

払
い
が
多
い
よ
う

で
す
。
会
社
の
場

合
は
だ
れ
が
負
担

す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ネ
ッ
ト
上
フ

リ
ー
素
材
と
書
か

れ
て
い
る
の
で
、

つ
い
つ
い
無
料
と

勘
違
い
し
て
使
用 

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
フ
リ
ー
素
材
に
は
条
件
が
付

い
て
い
ま
す
。
そ
の
条
件
の
範
囲
内
で

の
使
用
で
あ
れ
ば
無
料
と
い
う
こ
と
で

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

次
に
、
自
社
の
記
事
が
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
と
き
に
そ
の
記
事
を
社
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
掲
載
す
る
行
為
で
す
。
中

日
新
聞
と
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
と
の
争

い
が
有
名
で
す
。
２
０
０
５
年
か
ら
２

０
１
９
年
度
ま
で
東
京
新
聞
（
発
行
元

中
日
新
聞
）
に
掲
載
さ
れ
た
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
や
沿
線
地
域
に
つ
い
て
の

記
事
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
画
像
デ
ー
タ
ー

化
し
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
掲
載
し
た

事
案
で
す
。
中
日
新
聞
は
無
断
利
用
さ

れ
た
と
し
て
訴
訟
を
提
起
。
一
審
も
二

審
も
記
事
は
著
作
物
と
判
断
。
最
高
裁

判
所
は
双
方
の
上
告
を
退
け
、
二
審
判

決
（
知
財
高
裁
）
が
確
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
新
聞
社
が
新
聞
の
コ
ピ
ー

に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま

1695 
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す
。
ス
ラ
イ
ド
は
中
部
経
済
新
聞
の
も

の
で
す
。
我
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

記
事
も
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
今
日
の
挨
拶
は
注
意
喚
起

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

外
部
卓
話 

「
年
間
５
０
０
件
の
自
社
株
事
業
承
継 

相
談
を
こ
な
す
生
命
保
険
セ
ー
ル
ス
が 

お
届
け
す
る〝
事
業
承
継
事
件
簿
〟」 

㈱
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ラ
ボ
ラ 

ト
リ
ー
名
古
屋
支
店
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー 

ジ
ャ
ー 

２
０
２
４
年
度
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｔ 

Ｔ
Ｏ
Ｔ
会
員 

 

野
田 

巨
樹
さ
ん 

生
命
保
険
セ
ー
ル 

ス
と
い
う
立
場
な
が 

ら
、経
営
者
で
あ
っ
た 

実
家
の
父
の
死
の
際 

に
緊
急
事
業
承
継
の 

現
場
に
遭
遇
し
た
経 

験
か
ら
企
業
存
続
の 

た
め
の
真
理
に
迫
る
。 

 

①
株
券
発
行
会
社
の
リ
ス
ク
。 

会
社
法
１
２
８
条
に
よ
り
贈
与
や
売

買
が
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

②
家
系
図
を
書
く
こ
と
の
重
要
性
。 

決
算
書
や
社
長
と
の
面
談
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
い
、
家
族
の
関
係
性
こ
そ
事

業
承
継
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
。 

③
１
０
０
％
株
主
社
長
の
リ
ス
ク
。 

事
故
で
寝
た
き
り
に
な
っ
た
場
合
、

会
社
が
止
ま
る
。
法
的
な
代
表
取
締
役

の
選
任
プ
ロ
セ
ス
は
定
款
を
確
認
す
る 

              

こ
と
。 

④
銀
行
が
持
っ
て
く
る 

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
ス
キ
ー
ム
。 

後
継
者
に
会
社
を
作
ら
せ
、
売
却
し

て
自
社
株
の
承
継
を
終
わ
ら
せ
る
。
ス

キ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
売
買
譲
渡
益
の

課
税
額
や
ス
キ
ー
ム
実
行
後
に
相
続
税

額
が
増
え
る
可
能
性
、
後
継
者
の
会
社

の
資
金
繰
り
が
悪
化
す
る
こ
と
な
ど
、

全
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
見

て
判
断
す
る
。 

⑤
会
長
に
な
っ
て 

退
職
金
を
も
ら
う
こ
と
の
ポ
イ
ン
ト
。

 

職
務
の
内
容
が
激
変
す
る
ほ
ど
の
変

化
が
な
け
れ
ば
、
退
職
金
と
み
な
さ
れ

な
い
。
ま
た
、
退
職
金
の
金
額
は
単
な

る
老
後
資
金
で
は
な
く
、
事
業
承
継
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
経
営
に
関
与
し
な

い
家
族
へ
の
財
産
分
割
の
原
資
と
も
な

る
た
め
、入
念
な
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
。 

 
 

 
  

第
33
回
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
報
告 

青
少
年
奉
仕
委
員
長 

渡
辺 

観
永 

３
月
29
日（
土
）
～
30
日（
日
）
に
わ

た
っ
て
豊
田
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
に
、

当
ク
ラ
ブ
か
ら
は
椙
山
女
学
園
高
等
学

校
２
年
生 

西
部
桃
叶（
ほ
の
か
）
さ
ん
を

推
薦
し
ま
し
た
。 

本
年
の
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
は
「
持
続
可
能
な

未
来
の
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
中
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
お

よ
そ
１
４
０
人
の
青
少
年
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。 

西
部
さ
ん
は
、
そ
の
中
の
一
つ
の
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
メ
ン
バ
ー 

を
率
い
て
、
見

事
最
優
秀
プ
レ

ゼ
ン
タ
ー
グ
ル

ー
プ
と
な
り
ま

し
た
。
テ
ー
マ

は
「
服
の
廃
棄

量
を
減
ら
す
」

と
い
う
こ
と
で
、

後
日
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ

委
員
会
よ
り
本

人
宛
に
、
こ
の

提
案
に
基
づ
い

て
実
際
に
Ｒ
Ｙ

Ｌ
Ａ
委
員
会
で

実
践
し
て
み
た

い
と
の
連
絡
を

い
た
だ
い
た
そ 

う
で
す
。
ガ
バ

ナ
ー
か
ら
も
、

ど
こ
の
ク
ラ
ブ

の
推
薦
か
直
接

尋
ね
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
、
名

古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ

と
答
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。 

＊
４
月
３
日
の
例
会
に
出
席
し
、 

参
加
報
告
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

 

元
米
山
奨
学
生
エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・ 

ホ
ラ
ン
さ
ん
近
況
報
告 

米
山
奨
学
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

 
 

近
藤 

明
美 

今
年
の
春
、
星
城
大
学
経
営
学
部
を

卒
業
し
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
東
海
リ
テ
イ
リ

ン
グ
・
プ
ラ
ス
に
入
社
し
た
元
米
山
奨

学
生
（
２
０
２
３
学
年
度
・
２
０
２
４
学
年
度
）
の

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン
さ
ん
よ
り
近 

況
報
告
が
届
き
ま

し
た
。
先
日
、
仕

事
の
見
学
で
名
古

屋
駅
に
来
た
そ
う

で
、「
駅
か
ら
は
出

て
い
な
い
の
で
す

が
、
久
し
ぶ
り
の

名
古
屋
が
懐
か
し

く
て
、
泣
き
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

く
れ
ま
し
た
。 

新
天
地
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
皆

様
か
ら
の
温
か
い 

        

応
援
を
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。   

４
月
24
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

地
区
研
修･

協
議
会
報
告 

次
年
度
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長  

 

河
合 

誠
弥
さ
ん  

次
年
度
社
会
奉
仕
委
員
長  

 

戸
田 

貴
彦
さ
ん  

次
年
度
職
業
奉
仕
委
員
長  

 

木
村 

吉
伸
さ
ん  

次
年
度
国
際
奉
仕
委
員
長  

 

堀
江 

英
弥
さ
ん  

次
年
度
青
少
年
奉
仕
委
員
長  

 

松
本 

哲
朗
さ
ん  

５
月
１
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会
（
祭
日
週
） 

５
月
８
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

横
川 

誠
人 

深
谷 

昭
広
・
小
笠
原
和
俊 

小
澤 

幸
男
・
黒
岩 

麗
子 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ


